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（３）他都市の設定事例

誘導施設は、都市計画運用指針で「居住者の共同の福祉や利便の向上を図る医療・福祉・商

業・行政施設」を設定する考え方が示されています。

【基本的な考え方】

〇誘導施設は都市機能誘導区域ごとに立地を誘導すべき都市機能増進施設を設定するものであ

り、当該区域に必要な施設を設定することとなるが、具体の整備計画のある施設を設定する

ことも考えられる。この際、当該区域及び都市全体における現在の年齢別の人口構成や将来

の人口推計、施設の充足状況や配置を勘案し、必要な施設を定めることが望ましい。

【設定することが考えられる区域】

〇誘導施設は、居住者の共同の福祉や利便の向上を図るという観点から、

・病院・診療所等の医療施設、老人デイサービスセンター等の社会福祉施設、小規模多機能

型居宅介護事業所、地域包括支援センターその他の高齢化の中で必要性の高まる施設

・子育て世代にとって居住場所を決める際の重要な要素となる幼稚園や保育所等の子育て支

援施設、小学校等の教育施設

・集客力がありまちのにぎわいを生み出す図書館、博物館等の文化施設や、スーパーマー

ケット等の商業施設

・行政サービスの窓口機能を有する市役所支所等の行政施設

などを定めることが考えられる。

【八王子市】

各施設をサービス圏域で分類し、八王子市における立地状況等を踏まえ、都市機能や行政

サービスの密度維持とともに、将来の建替え時の複合化や多機能化に備える観点から誘導施

設を設定。

【松戸市】

市民に日常的に利用される施設や、松戸市の集客性・利便性を高める施設を検討対象とし、

以下の２つの視点により誘導施設を設定。

【柏市】

柏市において、市民の利便性を高める上で必要とする都市機能毎で「拠点集積型施設」と

「適正配置型施設」に分類し、拠点毎の都市機能誘導の方向性を踏まえて誘導施設を設定。

【藤沢市】

各拠点の現状（人口構成、公共交通等）や福祉施設、商業施設といった都市機能の配置等

を勘案し、都市機能誘導区域ごとに立地を誘導すべき施設を設定。

【川越市】

地域の暮らしやすさを維持するために必要な都市機能施設と、地域の魅力を向上させるた

めに求められる都市機能施設を抽出し、「維持型」と「誘導型」の誘導施設を設定。

（１）国が示す望ましい誘導施設像 ～都市計画運用指針から～

（２）町田市が目指す方向性 ～町田市立地適正化計画 策定の方向性から～

【基本的な考え方】

〇都市づくりのマスタープランで設計図として示す「将来のまちの“もよう”と“つくり”」

と連動した階層性のある設定とします。

〇拠点の特性に応じた都市機能誘導の方針（区域・施設）を示すことで、戦略的に拠点形成を

推進していきます。

【誘導施設】

〇誘導施設は、各拠点の将来像・公共交通状況・既存施設立地・土地利用規制等の特性に応じ

て、誘導区域ごとに階層的に設定します。

〇また、施設ごとの配置の考え方や利用対象者・頻度・圏域等の特性を考慮して、拠点等に集

約するのが適切な施設に絞って設定します。

《誘導施設のイメージ》

【設定の留意点】

〇具体的な誘導区域・誘導施設は、都市機能・公共交通・都市基盤整備の現況及び将来見通し、

土地利用規制の状況、市民の意向や移動実態等を分析した上で設定します。

〇また、技術革新や社会課題への対応などにより生じる、将来的な人々の行動様式の変化（買

い物や医療サービスのオンライン化など）を捉えた上で設定します。
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A 広域的な機能・サービス 例）中心商業施設等

誘導施設に設定する
B

公共交通によってアクセスでき、地域拠点等、
市内に複数必要な機能・サービス 例）市民センター等

C
地域内にバランスよく立地し、徒歩または徒歩と
公共交通によってアクセスできる機能・サービス 例）診療所等

誘導施設に設定しない

視
点
①

まちづくりの基本方針①
の実現を目指す

①集客性・利便性を高め市全体の魅力向上に繋げる施設
例）医療・福祉・子育てにおける相談や集いの場等

②日常生活の暮らしの質を高める施設
例）コンビニエンスストア等

視
点
②

施設ごとの特性や配置
の考え方を配慮する

①拠点集積型施設（拠点利用圏への集積が望ましい施設）
例）大型商業施設、図書館等

②市内分散型施設（生活に身近なエリアにバランス良く配置することが望ましい施設）
例）高齢者向けの施設や診療所等

拠点集積型施設 適正配置型施設

都市機能誘導区域への集積が望ましい施設
人口分布や地域区分に基づき適正に

配置することが望ましい施設

例）市役所、ショッピングモール系施設、病院、銀行、図書館等 例）介護福祉機能、保育園、幼稚園、コンビニエンス、郵便局等

都市機能施設の立地状況による
都市機能誘導施設の設定

地域の魅力を向上させるための
都市機能誘導施設の設定

将来にわたって立地を
維持

利便性が現状低い、
または将来低下する

可能性がある

拠点別のまちづくり
方針から将来に
わたって維持

拠点別のまちづくり
方針から誘導

維持型 誘導型 維持型 誘導型
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（４）誘導施設設定の考え方

誘導施設に設定 誘導施設に設定しない

目指すべき姿との整合の確認
施設の特性上、

拠点への集約が適さない

誘導施設の設定について、大きく以下のような考え方・流れを想定します。

⚫ 誘導施設は、現在の都市機能の集積を維持・育成するとともに、社会のニーズに応じた都市の魅力を上げる機能を集積することにより、都市の多機能化・高度化を図ります。

⚫ 都市づくりのマスタープランが目指すまちづくりの観点と、これまでのまちづくりの蓄積や都市機能の集積における現況配置の観点の２つ視点から、誘導施設を絞り込みます。

⚫ 誘導施設は、候補となる施設を都市づくりのマスタープランで示す土地利用方針や暮らしのかなめごとの方針に沿って階層分けします。

誘導施設の設定条件

⚫ まちなかの施設等がフレキシブルに対応できる都市の多機能化・高度化

⚫ 魅力的なまちなかを快適に移動・滞在できるウォーカブルなまち

目指すまちづくりの観点から

⚫ 日常生活を支える都市機能が集積した身近な拠点や、大規模施設等の都市機能が立地した高次の拠点がバランスよく点在してお

り、都市拠点の一定の集積を維持

現況配置の観点から

広域利用する施設 地域の拠点的な施設 日常利用する施設



⚫ 町田市都市づくりのマスタープランでは、地域の特徴を踏まえた２層の設計図 将来のまちの“もよう”と“つくり”に基づいて都市づくりを進め
るとしています。そのうち、１層目のまちの“もよう”（暮らしとかなめの図）で日々の暮らしに必要な都市機能の維持・育成の方向性を示してお
り、２層目のまちの“つくり”（拠点と軸の図）で人を惹きつけ、新しいモノが生み出され、つながる、魅力と活力を生む都市機能の誘導の方向性
を示しています。

⚫ その中で、「拠点」は、市民や町田市を訪れる人々が「働く・学ぶ・交流する・憩う・楽しむ・体験する」などの多様な都市活動を実践できる舞台
として創り育てていくこととしており、生活拠点では地域を支える生活利便機能の維持・充実させること、広域都市拠点・にぎわいとみどりの都市
拠点では、それら機能を含めた多様な暮らし方や働き方を受け止める都市機能を集積させることとしています。

⚫ これを踏まえ、まちの“もよう”と“つくり”と連動した都市機能誘導の方針を検討します。

⚫ 町田市立地適正計画策定の方向性で整理した都市機能の分布状況を見ると、下表に掲げる日常利用する施設・地域の拠点的な施設が広範囲にわたり
立地しております。

⚫ これを踏まえ、拠点ごとの配置状況や施設数などを分類することで、拠点等に集約するのが適切な施設を検討します。

１．誘導施設 4

（４）誘導施設設定の考え方

前段の観点について、以下の視点で設定することとします。

誘導施設 設定の方向性
※町田市立地適正化計画策定の方向性から

【基本的な考え方】
〇都市づくりのマスタープラ
ンで設計図として示す「将来
のまちの“もよう”と“つく
り”」と連動した階層性のあ
る設定とします。
〇拠点の特性に応じた都市機
能誘導の方針（区域・施設）
を示すことで、戦略的に拠点
形成を推進していきます。

●施設ごとの配置の
考え方や利用対象者・頻度・
圏域等の特性を考慮して、拠
点等に集約するのが適切な施
設に絞って設定します。

誘導施設設定の方向性
※町田市立地適正化計画策定の方向性から

誘導施設設定の考え方

目指す
まちづく
りの観点
から

現況
配置の
観点
から

誘導施設の設定

資料
P5～6

資料
P7～15
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（５）目指すまちづくりの観点から求められる誘導施設の設定（都市づくりのマスタープランより）

⚫ 町田市都市づくりのマスタープランでは、地域の特徴を踏まえた２層の設計図 将

来のまちの“もよう”と“つくり”に基づいて都市づくりを進めるとしています。

そのうち、１層目のまちの“もよう”（暮らしとかなめの図）で日々の暮らしに必

要な都市機能の維持・育成の方向性を示しており、２層目のまちの“つくり”（拠

点と軸の図）で人を惹きつけ、新しいモノが生み出され、つながる、魅力と活力を

生む都市機能の誘導の方向性を示しています。

⚫ その中で、「拠点」は、市民や町田市を訪れる人々が「働く・学ぶ・交流する・憩

う・楽しむ・体験する」などの多様な都市活動を実践できる舞台として創り育てて

いくこととしており、生活拠点では地域を支える生活利便機能の維持・充実させる

こと、広域都市拠点・にぎわいとみどりの都市拠点では、それら機能を含めた多様

な暮らし方や働き方を受け止める都市機能を集積させることとしています。

⚫ これを踏まえ、まちの“もよう”と“つくり”と連動した都市機能誘導の方針を検

討します。

拠点名 拠点の方向性
方針編の

都市計画の施策

広域都市
拠点

町田駅周辺
町田駅周辺の市街地は、多摩都市モノレールの町田方面延伸により、さらに交通結節機能
が充実し、市内だけでなく周辺市も含めたより広い範囲における核として、商業・業務施
設をはじめ多様な機能が高度に集積した都市拠点を目指します。
商業施設と一体となった魅力的なみどり・オープンスペースの憩いやにぎわいがあり、駅
周辺から商店街、芹ヶ谷公園や境川が快適な歩行者ネットワークで結ばれていて、歩き回

商業、業務・産業、居住、
文化・教育・交流、公共・
公益などの多様な機能

って楽しいスポットが数多くある回遊性の高いまち
にしていきます。

大きな拠点として魅力と活力にあふ
れた場所であると同時に、周辺の住
宅地で生活する市民にとって日々の
暮らしを支える場を形成します。

にぎわい
とみどり
の都市拠
点

鶴川駅周辺
商業施設や文化交流施設、住宅などが集積したにぎ
わいのある都市拠点

商業、文化・交流、業務、
居住などの都市機能

多摩堺駅周辺
大学や産業機能の集積を活かし、さまざまなイノ
ベーションが生まれる都市拠点

商業・業務、宿泊、サービ
ス、福祉・医療などの多様
な都市機能

南町田グランベリーパーク駅周辺
多様な暮らし方や働き方を受け止める都市機能がコ
ンパクトに集積した都市拠点

商業、文化・交流、市民活
動支援、業務、居住などの
都市機能

忠生周辺モノレール（想定）
市内だけでなく多摩市や相模原市方面等との交通
ネットワークが充実した、人・モノ・文化が交流す
るにぎわいある都市拠点

多様な商業施設やワークス
ペース、医療・福祉、文
化・交流、居住・教育・レ
クリエーションなどの機能

生活拠点

相原駅周辺
地域を支える生活利便施設を充実させることで、市
内外の人が集い、自然や歴史・文化に触れながら学
び楽しめる拠点

郵便局や銀行、学習塾や習い事の場、
医療施設やスポーツジムなど、日常
生活の中で必要な用事や目的を果た
すための場を形成します。

商業、福祉・医療施設、
ワークスペース、交流・ス
ポーツ・金融・公共公益施
設等

成瀬駅周辺
恩田川などの身近な自然及び、寺社や史跡などの歴
史・文化に親しみながら暮らせる住宅地の中の拠点

玉川学園前駅周辺
恩田川などの身近な自然及び、寺社や史跡などの歴
史・文化に親しみながら暮らせる住宅地の中の拠点

木曽山崎周辺
人やモノなど地域全体がつながり合いながら新たな
暮らしが生まれる生活の拠点

暮らしの
かなめ

下山崎・薬師台・金井・藤の台・三輪緑山・南大
谷・森野・西成瀬・金森・木曽東

スーパーやコンビニ、かかりつけの
医院、お気に入りのカフェやパン屋、
行きつけのごはん屋など、地域に根
付いたお店等を維持・育成します。

－

地域 立地が想定される住宅の特徴

拠点駅の周辺（ピンク）
「自由さ・気楽さ・便利さ」を実
感しながらやりたいことにアクセ
スしやすい暮らし

• 良質な賃貸住宅や分譲住宅
• 商業業務と共存した中高層住宅 等

駅や主要な通りの近くにある住宅
地周辺（オレンジ）
技術や社会の変化に合わせて人や
モノなどの充実した資源を賢く使
う暮らし

• 学生や独立したての若者が集って住むシェアハウス
• 若年者から高齢者まで多世代がコンパクトで便利に暮

らせる団地
• 広さや間取り、賃貸と分譲などさまざまなバリエー

ションで選べる住宅
• 安全・快適に暮らせるシニアサービス付きの住宅 等

低層住宅地（イエロー）
ゆとりある時間と身近な居場所を
使って「遊ぶ・働く・憩う」を自
分らしくデザインできる暮らし

• ゆとりある敷地を活かし多様なモビリティに対応でき
るスペースを確保した住宅 等

まちの“もよう”（暮らしとかなめの図）

まちの“つくり”（拠点と軸の図）



（６）現況施設の配置の観点から 都市機能誘導の方針
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①民間施設の現況配置と将来見通し
都市づくりのマスタープランで示す拠点における民間施設の立地状況は、下表のとおり、病院・大学等・銀行等・広域利用施設を除き、概ね全拠点に立地している状況です。一方で、近年では電子商取

引での市場規模が拡大、かつ、今後も引き続き進展していくことが見込まれており、商業施設売上高の減少も想定されています。このような将来動向を考慮することも求められます。

※ 診療所・高齢者福祉施設・保育園は、基本的には民間事業者が設置していくものですが、町田市民病院のように包括的に必要なものや、地域保育園との連携を図るために市が設置する市立保育園ものも含まれます。

■現況配置

設定候補施設 配置状況

拠点周辺（半径800mと想定した際）の現況配置状況

拠
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にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
グ
ラ
ン
ベ

リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
﨑

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・
根
岸

鶴
川
団
地

成
瀬
台

つ
く
し
野
駅

真
光
寺
広
袴

す
ず
か
け
台
駅

医療
病院 広域都市拠点とその周辺の拠点に立地している。 1 － － － － － － － 1 － － － － － － 1 － 1 － － － － － － － ●

診療所 市内に満遍なく立地している。 29 14 3 10 3 2 12 7 12 7 3 5 3 4 9 8 10 6 6 9 4 7 5 2 4 ●

高齢者
福祉

通所系・訪問系・小規模多機能施設
市内に満遍なく立地しており、暮らしのかなめ（暮らしを支える
複合地）の立地数が多い。

35 10 2 16 12 7 26 5 20 6 12 12 8 3 7 35 16 22 16 24 9 7 ２ 4 5 ●

入所系施設 市内に満遍なく立地している。 6 4 1 12 7 1 4 2 4 3 3 6 2 1 9 3 4 3 2 4 5 3 － 4 2 ●

子育て 保育園、幼稚園、認定こども園
市内に満遍なく立地しており、各拠点１箇所程度、立地数が多い
地域がある。

15 ９ 7 8 3 1 8 3 11 5 － 1 7 2 2 5 ９ 6 6 3 8 1 2 1 1 ●

教育 大学、各種学校 駅周辺の拠点に立地している。 7 － － － 1 － － 1 － － － － － 1 － 2 － － － － 1 1 － － － ●

商業

スーパーマーケット 市内に満遍なく立地しており、広域都市拠点の立地数が多い。 10 4 1 3 1 1 5 2 4 2 2 2 2 1 3 4 2 3 2 3 3 2 1 2 － ●

コンビニエンスストア 概ね市内に満遍なく立地しており、広域都市拠点の立地数が多い。 27 6 6 8 5 3 6 4 6 1 － 2 2 － 5 6 7 5 4 9 4 3 2 2 2 ●

ショッピングセンター、百貨店 主に広域都市拠点に立地している。 ９ － 1 1 － － 1 － － － － － － － － － － － － 2 － － － － － ●

エン
タメ

映画館 南町田グランベリーパーク駅周辺に立地している。 － － － １ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

金融
銀行、その他の金融機関 多摩境駅周辺と薬師台周辺地域には立地していない。 20 4 － － 1 2 4 2 1 － － － 1 － － 3 2 1 3 1 3 1 1 － 1 －

郵便局
概ね市内に満遍なく立地しているが、立地数が少ない。
また、薬師台周辺地域には立地していない。

4 1 1 2 1 1 1 1 2 1 － － 1 1 1 1 2 1 2 2 2 1 1 1 1 ●

■将来見通し

電子商取引に関する市場調査結果（経産省）

令和4年の日本国内のBtoC-EC（消費者向け

電子商取引）市場規模は拡大しており、商取引

の電子化が引き続き進展しています。

出典：令和４年度 電子商取引に関する市場調査報告書 

また、市場規模を分野別でみるとデジタル系

分野では前年度から減少する傾向にありますが、

物販系分野とサービス系分野においては引き続

き増加する傾向にあります。

2021年 2022年 増減率

物販系分野 13兆2,865億円 13兆9,997億円 5.37％

サービス系分野 4兆6,424億円 6兆1,477億円 32.43％

デジタル系分野 2兆7,661億円 2兆5,974億円 ▲6.10％

BtoC-EC市場規模及び各分野の増減率

ＥＣ市場の長期予測（ニッセイ基礎研究所）

商業施設売上高は2019年を100とした場合、2030年に87.5～94.3、2040年に77.3～85.8
程度になることが想定されています。
また、2019年から2040年までの変化を要因分解すると、少子高齢化が▲7.5%、EC市場拡大が

▲10.5%～▲6.5%、コロナ禍による影響が▲4.7%～▲0.2%、の寄与となり、今後20年の長期的
な観点では、少子高齢化やEC市場拡大の影響が重要であることがわかります。

コロナ前回帰シナリオ
→品目別支出についてコロ
ナ前の2019年に戻ること
を想定したシナリオ

ニューノーマルシナリオ
→2021年のウィズコロナ
の状態が定着するシナリオ

出典：ニッセイ基礎研究所HP

※ 半径800ｍ圏域：一般的な駅を中心とした歩ける範囲（出典 都市構造の評価に関するハンドブック（2018年、国土交通省））



設定候補施設 配置状況
将来の方針

（維持、建替え、統廃合 等）

拠点周辺（半径800mと想定した際）の現況配置状況
拠
点
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へ
の
立
地
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況
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行政
市役所、

市民センター、連絡所

南町田グランベリーパーク駅、忠生
を除く生活拠点以上の拠点には立
地している。

建物の長寿命化に向けた大規模改修等を計画的に実施し、連絡所
と市民センターの集約や廃止を含めた配置のあり方を検討する 1 1 1 － － 1 1 1 1 － － － － － － － 1 － 1 1 1 － － － － －

高齢者
福祉

高齢者福祉センター・
高齢者交流施設

立地数は少ないが、概ね市内に満
遍なく立地している。

単独館である、もみじ館・いちょう館・桜館は躯体の耐用年数（60
年）を目安に運営 ２ － － － 1 1 － － 1 － － － － － － － 1 － － － 1 － － － － －

障がい福祉施設
（せりがや会館等）

生活拠点での立地がない。 民間の運営する施設への代替性がある施設は廃止 1 － － － 2 － － － － ２ １ １ － － － － １ － － １ － － － － － ●

子育て

子どもセンター･子どもク
ラブ（分館を含む）

薬師台周辺地域と成瀬台周辺地域
には立地していない。

子どもセンターは周辺の公共施設の更新時期を捉えて複合化し、
単独での建物の建替えは行わない。子どもクラブは他の公共施設
の転用や既存スペースを有効活用することや、整備・維持管理費が
少ない手法や建物の可変性等の工夫を検討。

1 － 1 １ － － － １ － － － － － １ １ １ 1 １ － － 1 － － － － ●

学童保育クラブ 小学校の敷地内又は近接に立地し
ている。

保育スペースが不足する学童保育クラブを拡張する際や、学童保
育クラブや小学校の大規模改修等の時期を捉えて、校舎内に複合
化し、建物は単独機能での建替えは行わない

2 － 1 1 1 1 3 1 2 1 － 2 3 － 2 1 2 1 3 1 3 1 1 － 1 ●

教育センター 暮らしのかなめ（木曽東）のみ立地
している。

（仮称）子ども・子育てサポート等複合施設として整備予定（2028
年度）
健康福祉会館と保健所中町庁舎を集約化する

－ － － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － － － － － －

子ども発達センター 広域都市拠点に近接した位置（北
側）のみ立地している。 － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － － － － － － － －

医療
保健センター

（健康福祉会館等）
町田駅、忠生・根岸、鶴川団地と市
内に分散配置されている。 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － １ １ － － － － －

社会
教育

小学校、中学校 市内に満遍なく立地しているが、鶴
川駅周辺の立地していない。

学校施設の適正規模・適正配置を推進することにより、子どもたち
により良い教育環境を整備するだけでなく、市民が交流し活動す
る愛着ある地域拠点として整備予定

2 － 1 2 3 2 3 1 3 2 1 4 5 － 4 1 3 2 3 2 4 2 2 1 2 ●

生涯学習センター 広域都市拠点のみ立地している。 生涯学習機能だけでなく、より多機能に活用できる施設として再
編を検討 １ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

新産業創造センター 広域都市拠点のみ立地している。 町田新産業創造センターを建替える際には、他の産業支援機能等
と複合化し、プラザ町田は、廃止も含めた根本的な見直しを行う １ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

図書館 主に駅周辺の地域に立地している。

中央図書館とさるびあ図書館の集約を検討中（2026年度まで
「町田市町田駅周辺公共施設再編構想」）、鶴川図書館・金森図書館
は団地建替えに合わせた集約を検討、木曽山崎図書館は木曽山崎
コミュニティセンター等周辺の公共施設等の建替え計画等にあわ
せた複合化を検討

1 1 － － － 1 1 － 1 － － － － － － 1 － － － 1 1 － － － － －

美術館・博物館等 市内の南端、東端、西端には立地し
ていない。

博物館は新たに整備する国際工芸美術館に移転し、国際版画美術
館、公園などと連携した運営を行う。 １ － － － １ － － － － － － － １ － － － － － － － － － － － － －

市民
文化

音楽･演劇ホール（市民
ホール、鶴川緑の交流館）

主に広域都市拠点に立地している。 町田駅前再開発と合わせた建て替え移転の検討（町田市都市集客
機能整備方針） 1 １ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

市民センター（コミュニ
ティ機能）・コミュニ

ティセンター
市域北部には立地していない。 「町田市市民センター等の未来ビジョン（2021年3月）」を策定し、

施設更新の際の再編を位置づけ １ － 1 － － 1 1 １ １ － － － － １ － － 1 １ ２ 1 1 － １ － － ●

スポーツ・
レクリエーション施設

広域都市拠点、にぎわいとみどりの
都市拠点、暮らしのかなめには立地
していない。

集会機能を有する施設は、周辺の学校の大規模改修や建替えの時
期を捉えて複合化し、建替えは行わない。
スポーツ施設は、建物の長寿命化に向けた大規模改修等を計画的
に実施

－ － － － － － １ － － １ １ － １ － － １ － － － － － － － － － ●

（６）現況施設の配置の観点から 都市機能誘導の方針
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②公共施設の現況配置と将来見通し
都市づくりのマスタープランで示す拠点における公共施設の立地状況は、下表のとおり、行政施設（市役所、市民センター、連絡所）、高齢者福祉センター、図書館は立地傾向が似ており、広域都市拠点

～生活拠点の箇所と地域バランスを考慮して配置されている一部の暮らしのかなめの箇所に立地しています。音楽・演劇ホールや生涯学習施設等は概ね広域都市拠点のみに立地しており、市全域を利用圏域

とする性格の施設になっています。小学校、中学校、学童保育クラブ、市民文化系施設（市民センター・コミュニティセンター）は最も配置単位が細かく、概ね各拠点に立地する配置傾向となっています。



（６）現況施設の配置の観点から 都市機能誘導の方針
【参考資料】 民間施設の配置状況
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※ ①：病院 ②：診療所 ③：保健センター（健康福祉会館等）

《医療：病院、診療所、保健センター（健康福祉会館等）》

《高齢者福祉：通所系施設、訪問系施設、入所系施設、小規模多機能施設》

※ ①：通所系施設 ②：訪問系施設 ③：小規模多機能施設 ④：入所系施設

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
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① 1 － － － － － － － 1 － － － － － － 1 － 1 － － － － － － －

② 29 14 3 10 3 2 12 7 12 7 3 5 3 4 9 8 10 6 6 9 4 7 5 2 4

③ 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 1 － － － －

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
崎

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・根
岸

鶴
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駅

① 12 4 － 8 9 － 10 2 9 2 6 5 4 2 5 10 7 8 6 11 5 4 1 3 2

② 22 6 2 7 3 7 16 3 11 4 6 7 4 1 2 24 8 13 10 12 ４ 3 1 1 3

③ 1 － － 1 － － － － － － － － － － － 1 1 1 － 1 1 － － － －

④ 6 4 1 12 7 1 4 2 4 3 3 6 2 1 9 3 4 3 2 4 5 3 － 4 2



（６）現況施設の配置の観点から 都市機能誘導の方針
【参考資料】 民間施設の配置状況
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※ ①：保育園 ②：幼稚園 ③：認定こども園

《子育て：保育園、幼稚園、認定こども園》

《教育：大学、各種学校》

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名
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① 14 6 6 8 2 1 7 1 5 3 － － 3 － 2 4 5 2 4 3 5 － － 1 1

② 1 2 1 － 1 － 1 1 3 1 － 1 3 2 － 1 3 2 2 － 2 1 2 － －

③ － 1 － － － － － 1 3 1 － － 1 － － － 1 2 － － 1 － － － －

※ ①：大学 ②：各種学校

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
崎

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・根
岸

鶴
川
団
地

成
瀬
台

つ
く
し
野
駅

真
光
寺
広
袴

す
ず
か
け
台
駅

① － － － － 1 － － 1 － － － － － 1 － － － － － － 1 1 － － －

② 7 － － － － － － － － － － － － － － 2 － － － － － － － － －



（６）現況施設の配置の観点から 都市機能誘導の方針
【参考資料】 民間施設の配置状況

１．誘導施設 10

※ ①：スーパーマーケット ②：コンビニエンスストア

《商業：スーパーマーケット、コンビニエンスストア》

《金融：銀行、郵便局、その他の金融機関》

※ ①：銀行 ②：郵便局 ③：その他の金融機関

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
崎

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・根
岸

鶴
川
団
地

成
瀬
台

つ
く
し
野
駅

真
光
寺
広
袴

す
ず
か
け
台
駅

① 10 4 1 3 1 1 5 2 4 2 2 2 2 1 3 4 2 3 2 3 3 2 1 2 －

② 27 6 6 8 5 3 6 4 6 1 － 2 2 － 5 6 7 5 4 9 4 3 2 2 2

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
崎

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・根
岸

鶴
川
団
地

成
瀬
台

つ
く
し
野
駅

真
光
寺
広
袴

す
ず
か
け
台
駅

① 14 2 － － － 1 2 1 1 － － － － － － － 1 1 1 － ２ － 1 － －

② 4 1 1 2 1 1 1 1 2 1 － － 1 1 1 1 2 1 2 2 2 1 1 1 1

③ 6 2 － － 1 1 2 1 － － － － 1 － － 3 1 － 2 1 1 1 － － 1



（６）現況施設の配置の観点から 都市機能誘導の方針
【参考資料】 民間施設及び公共施設の配置状況

１．誘導施設 11

※ ①：ショッピングセンター ②：百貨店 ③：映画館

《商業：ショッピングセンター、百貨店 エンタメ：映画館》

《行政：市役所、市民センター、連絡所》

※ ①：市役所 ②：市民センター（支所） ③：連絡所

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
崎

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・根
岸

鶴
川
団
地

成
瀬
台

つ
く
し
野
駅

真
光
寺
広
袴

す
ず
か
け
台
駅

① 8 － 1 1 － － 1 － － － － － － － － － － － － 2 － － － － －

② 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

③ － － － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
崎

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・根
岸

鶴
川
団
地

成
瀬
台

つ
く
し
野
駅

真
光
寺
広
袴

す
ず
か
け
台
駅

① － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

② － － 1 － － 1 1 － － － － － － － － － 1 － 1 1 1 － － － －

③ 1 1 － － － － － 1 1 － － － － － － － － － － － － － － － －



（６）現況施設の配置の観点から 都市機能誘導の方針
【参考資料】 公共施設の配置状況

１．誘導施設 12

《子育て：子どもクラブ、子どもセンター、学童保育クラブ、教育センター、子ども発達センター》

※ ①：子どもセンター（分館を含む） ②：子どもクラブ ③：学童保育クラブ ④：教育センター ⑤：子ども発達センター

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
崎

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・根
岸

鶴
川
団
地

成
瀬
台

つ
く
し
野
駅

真
光
寺
広
袴

す
ず
か
け
台
駅

① 1 － － － － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

② 1 － － － 1 － － － 1 － － － － － － － 1 － － － 1 － － － －

③ 1 － － － 2 － － － － ２ １ １ － － － － １ － － １ － － － － －

※ ①：高齢者交流施設 ②：高齢者福祉センター ③：障がい福祉施設（せりがや会館等）

《高齢者福祉：高齢者交流施設、高齢者福祉センター、障がい福祉施設》

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
崎

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・根
岸

鶴
川
団
地

成
瀬
台

つ
く
し
野
駅

真
光
寺
広
袴

す
ず
か
け
台
駅

① － － － 1 － － － － － － － － － 1 1 1 － 1 － － － － － － －

② 1 － 1 － － － － 1 － － － － － － － － 1 － － － 1 － － － －

③ 2 － 1 1 1 1 3 1 2 1 － 2 3 － 2 1 2 1 3 1 3 1 1 － 1

④ － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － － － － －

⑤ － － － － － － － － － － － － － － － 1 － － － － － － － － －



（６）現況施設の配置の観点から 都市機能誘導の方針
【参考資料】 公共施設の配置状況

１．誘導施設 13

《社会教育：小学校、中学校、生涯学習施設、図書館、美術館・博物館等、産業系施設》

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
崎

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・根
岸

鶴
川
団
地

成
瀬
台

つ
く
し
野
駅

真
光
寺
広
袴

す
ず
か
け
台
駅

① 2 － 1 2 1 1 3 1 2 1 － 2 4 － 2 1 2 1 3 1 3 1 1 － 1

② － － － － 2 1 － － 1 1 1 2 1 － 2 － 1 1 － 1 1 1 1 1 1

③ 2 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

④ 1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

⑤ 1 1 － － － 1 1 － 1 － － － － － － 1 － － － 1 1 － － － －

⑥ 1 － － － 1 － － － － － － － 1 － － － － － － － － － － － －

※ ①：小学校 ②：中学校 ③：生涯学習センター ④：新産業創造センター ⑤：図書館 ⑥：美術館、博物館等

拠
点
名

広
域
都
市
拠
点

にぎわいとみどりの
都市拠点

生活拠点
暮らしのかなめ

（暮らしを支える複合地）
暮らしのかなめ

No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

地
区
名

町
田
駅

鶴
川
駅

多
摩
境
駅

南
町
田
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅

忠
生

相
原
駅

成
瀬
駅

玉
川
学
園
前
駅

木
曽
山
崎

下
山
崎

薬
師
台

金
井

藤
の
台

三
輪
緑
山

南
大
谷

森
野

金
森

木
曽
東

西
成
瀬

忠
生
・根
岸

鶴
川
団
地

成
瀬
台

つ
く
し
野
駅

真
光
寺
広
袴

す
ず
か
け
台
駅

① 1 １ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

② － － 1 － － １ １ － － － － － － － － － 1 － １ １ 1 － － － －

③ 1 － － － － － － １ １ － － － － 1 － － － 1 1 － － － 1 － －

④ － － － － － － １ － － １ １ － １ － － １ － － － － － － － － －

※ ①音楽・演劇ホール（市民ホール、鶴川緑の交流会館） ②：市民センター（コミュニティ機能） ③：コミュニティセンター ④：スポーツ・レクリエーション施設

《市民文化：音楽・演劇ホール、市民センター・コミュニティセンター、スポーツ・レクリエーション施設》



（６）現況施設の配置の観点から 都市機能誘導の方針
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現況施設の立地状況
日常利用する施設 地域の拠点的な施設 広域利用施設

概ね小中学校区程度
の単位で均等配置

概ね地区協議会区程度
の単位で配置

大規模敷地の必要性や歴史的背景などを考慮して適地に配置
概ね広域都市拠点、にぎわいとみどりの都

市拠点単位で配置まちの
もよう

まちの

つくり
拠点名

広
域
都
市
拠
点

・町田駅

に
ぎ
わ
い
と

み
ど
り
の

都
市
拠
点

・南町田グラン
ベリーパーク駅
・鶴川駅
・多摩境駅
・忠生

生
活
拠
点

・相原駅
・玉川学園前
駅
・成瀬駅
・木曽山崎

暮
ら
し
の
か
な
め

そ
の
他

前頁までの設定候補施設を踏まえると、町田市の４つのエリア及び各拠点における現況施設の立地状況は以下のとおりとなります。

③日常利用する施設【分散型】
（概ね小中学校区程度の単位で均等配置）

②地域の拠点的な施設【拠点型】
（概ね地区協議会区程度の単位で配置）

①広域利用施設【拠点型】

（概ね広域都市拠点、にぎわいとみどり
の都市拠点単位で配置）

①広域利用施設【適地型】

（大規模敷地の必要性や歴史的背景など
を考慮して適地に配置）

• 民間施設である診療所、保育園、スーパーマーケットは、市民生活と身近に接する施設であり、市
場原理が働いています。市内にまんべんなく立地しており、広範囲で利便性が確保されています。

• 公共施設である小学校・中学校などは、市内にまんべんなく配置されています。

• 地域の拠点的な施設は、概ね地区協議会程度の単位で、地域の拠点的な箇所に立地しています。多
くが公共施設であり、バランス良く配置されていることで、各地域で均等にサービスを享受できる
環境になっています。

• 映画館や音楽・演劇ホールなどは、広域の利用者がアクセスしやすいにぎわいとみどりの都市拠点
に立地しています。

• 映画館は、広域都市拠点には立地がなく機能不足の拠点も存在します。

• 百貨店等の大規模商業施設やショッピングモールが都市拠点にあるほか、主要街道沿道へ大型店舗
が立地しています。

• スポーツレクリエーション施設や美術館・博物館などは、大規模敷地の必要性や、歴史的背景など
を考慮した配置となっています。

現況立地

を踏まえ、

利用圏域に
応じた

階層分けを
行う。

施
設
の
階
層
分
け

・小学校、中学
校

・学童保クラ
ブ

・子どもセン
ター、子ども

クラブ（分館
含む）

・市民セン
ター（コミュニ
ティ機能）、コ
ミュニティセ
ンター

・高齢者福祉
センター、高
齢者交流施設

・障がい福祉
施設（せりが
や会館等）

・市民セン
ター、連絡所

・図書館

・店舗
（3,000㎡以
上10,000㎡
以下）

・銀行、その他
金融機関

・郵便局

・保健セ
ンター
(健康福
祉会館
等)

・スポー
ツレクリ
エーショ
ン施設

・大学・
各種学
校

・病院

・美術
館・博物
館

・教育セ
ンター

・映画館

・音楽・演劇
ホール

・市役所

・新産業創設センター

・子ども発達センター

・生涯学習センター

・診療所

・通所系・訪問
系・小規模多
機能施設

・入所系施設

・保育園、幼稚
園、認定こど
も園

・スーパー
マーケット

・コンビニエン
スストア

・保健セ
ンター
(健康福
祉会館
等)

・美術
館・博物
館

・大規模商
業施設
（10,000
㎡超）

・大規模商
業施設
（10,000
㎡超）

・病院

□：民間施設 □：公共施設

《 現況配置をもとに整理した階層分け図 》
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第１回特別委員会意見
• 施設分類のマトリクス表とP13の誘導施設の設定フローが正確には対応していない。



• 民間施設である診療所、保育園、スーパーマーケットは、市民生活と身近に接する施設であり、市
場原理が働いています。市内にまんべんなく立地しており、広範囲で利便性が確保されています。

• 公共施設である小学校・中学校などは、市内にまんべんなく配置されています。

現況配置
の傾向

該当施設

配置箇所

●診療所 ●保育園、幼稚園、認定こども園 ●スーパーマーケット など

●市全域

• 日常利用する施設は、市場原理に基づく立地が展開されている中で
、広範囲にわたり立地しており、市全域において生活利便機能が高
い状況にあるため、現況の配置での機能維持が求められます。

町田市が目指す拠点の姿と現況施設配置
を照らした時に求められる方向性

（７）設定候補施設の現況配置 まとめ
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階層分けされた施設ごとの現況配置の傾向と、町田市が目指す拠点の姿と現況施設配置を照らした時に求められる方向性は以下のとおりとなります。

③日常利用する施設【分散型】
（概ね小中学校区程度の単位で均等配置）

②地域の拠点的な施設【拠点型】
（概ね地域協議会区程度の単位で配置）

①広域利用施設【拠点型】

（概ね広域都市拠点、にぎわいとみどり
の都市拠点単位で配置）

①広域利用施設【適地型】

（大規模敷地の必要性や歴史的背景など
を考慮して適地に配置）

《 現況配置をもとに整理した階層分け図 》

• 映画館や音楽・演劇ホールなどは、広域の利用者がアクセスしやすいにぎわいとみどりの都市拠点
に立地しています。

• 映画館は、広域都市拠点には立地がなく機能不足の拠点も存在します。

現況配置
の傾向

該当施設

配置箇所

●大規模商業施設（10,000㎡超）●映画館 ●音楽・演劇ホール

●広域都市拠点 ●にぎわいとみどりの都市拠点

• 広域都市拠点等は、大きな拠点として魅力と活力にあふれた場所を
目指していることを踏まえると、現況立地の無い拠点において広域
利用施設の誘導が求められます。

町田市が目指す拠点の姿と現況施設配置
を照らした時に求められる方向性

• スポーツレクリエーション施設や美術館・博物館などは、大規模敷地の必要性や、歴史的背景など
を考慮した配置となっています。

現況配置
の傾向

該当施設

配置箇所

●病院 ●大学・各種学校 ●美術館、博物館 など

●各施設の適地

• 目指す拠点の姿の観点で見ると、より多くの人がアクセスしやすい
広域都市拠点等への配置が望まれますが、大規模敷地の必要性や歴
史的背景などの施設特性を考慮すると、現況の配置での機能維持が
求められます。

町田市が目指す拠点の姿と現況施設配置
を照らした時に求められる方向性

• 地域の拠点的な施設は、概ね地域協議会程度の単位で、地域の拠点的な箇所に立地しています。多
くが公共施設であり、バランス良く配置されていることで、各地域で均等にサービスを享受できる
環境になっています。

現況配置
の傾向

該当施設

配置箇所

●市役所、市民センター、連絡所 ●図書館 ●高齢者福祉センター など

●各施設の適地

• 地域の拠点的な施設は、目指す拠点の姿と現況配置が整合している
ため、現況の配置での機能維持が求められます。

町田市が目指す拠点の姿と現況施設配置
を照らした時に求められる方向性

①広域利用施設【拠点型】

②広域利用施設【適地型】

③地域の拠点的な施設【拠点型】

④日常利用する施設【分散型】

拠点名 拠点の方向性

広
域
都
市
拠
点

町田駅周辺
町田駅周辺の市街地は、多摩都市モノレールの町田方面延伸により、さらに交通結節機能が充実
し、市内だけでなく周辺市も含めたより広い範囲における核として、商業・業務施設をはじめ多様
な機能が高度に集積した都市拠点を目指します。
商業施設と一体となった魅力的なみどり・オープンスペースの憩いやにぎわいがあり、駅周辺から

商店街、芹ヶ谷公園や境川が快適な歩行者ネットワークで結ばれていて、歩き
回って楽しいスポットが数多くある回遊性の高いまちにしていきます。 大きな拠点と

して魅力と活
力にあふれた
場所であると
同時に、周辺
の住宅地で生
活する市民に
とって日々の
暮らしを支え
る場を形成し
ます。

に
ぎ
わ
い
と
み
ど
り
の
都
市

拠
点

鶴川駅周辺
商業施設や文化交流施設、住宅などが集積したにぎわいのある都市拠点

多摩堺駅周辺
大学や産業機能の集積を活かし、さまざまなイノベーションが生まれる都市拠点

南町田グランベリーパーク駅周辺
多様な暮らし方や働き方を受け止める都市機能がコンパクトに集積した都市拠点

忠生周辺モノレール（想定）
市内だけでなく多摩市や相模原市方面等との交通ネットワークが充実した、人・モ
ノ・文化が交流するにぎわいある都市拠点

生
活
拠
点

相原駅周辺
地域を支える生活利便施設を充実させることで、市内外の人が集い、自然や歴
史・文化に触れながら学び楽しめる拠点 郵便局や銀行、

学習塾や習い
事の場、医療
施設やスポー
ツジムなど、
日常生活の中
で必要な用事
や目的を果た
すための場を
形成します。

成瀬駅周辺
恩田川などの身近な自然及び、寺社や史跡などの歴史・文化に親しみながら暮ら
せる住宅地の中の拠点

玉川学園前駅周辺
恩田川などの身近な自然及び、寺社や史跡などの歴史・文化に親しみながら暮ら
せる住宅地の中の拠点

木曽山崎周辺
人やモノなど地域全体がつながり合いながら新たな暮らしが生まれる生活の拠
点

《 都市づくりのマスタープランにおける各拠点の目指す姿 》



⚫ 町田市都市づくりのマスタープランでは、地域の特徴を踏まえた２層の設計図 将来のまちの“もよう”と“つくり”に基づいて都市づくりを進め
るとしており、そのうち、２層目のまちの“つくり”（拠点と軸の図）で都市機能の誘導の方向性を示しています。

⚫ その中で、「拠点」は、市民や町田市を訪れる人々が「働く・学ぶ・交流する・憩う・楽しむ・体験する」などの多様な都市活動を実践できる舞台
として創り育てていくこととしており、生活拠点では地域を支える生活利便機能の維持・充実させること、広域都市拠点・にぎわいとみどりの都市
拠点では、それら機能を含めた多様な暮らし方や働き方を受け止める都市機能を集積させることとしています。

⚫ 前頁までに整理した施設の現況配置を見ると、町田市では「日常利用する施設（P15：階層③）」が広範囲にわたり立地しており、「地域の拠点的
な施設（P15：階層②）」も概ね地域協議会区程度の単位（地区毎のまちづくりを展開する基礎単位）で充足していることから、市全域において生
活利便機能が高い状況となっています。

⚫ 一方で、町田市が目指している拠点の姿と現況施設配置を照らしてみると、拠点における「交流する・憩う・楽しむ・体験する」ための機能
（P15：階層①）は不足しています。これらは、日常生活をベースアップさせる施設であり、利便性の質の向上に寄与する特性の施設ですが、これ
までの市場原理に基づく立地ではなく、公共関与による戦略的な機能誘導を行うことが求められています。

⚫ 以上を踏まえると、日常生活の利便性が概ね確保されている本市においては、目指すまちづくりのうち「日常生活の質をさらに向上させること（拠
点における「交流する・憩う・楽しむ・体験する」ための機能不足の解消）」が都市機能配置上の最重要課題と言えます。誘導施設は、この課題解
消を目的に設定することとし、市場原理のみでは現況立地がない施設を、公共関与による戦略的な誘導によって立地の実現を目指していきます。

⚫ 具体的には、拠点における「交流する・憩う・楽しむ・体験する」ための施設である「広域利用施設（拠点型）」に該当する『映画館、音楽・演劇
ホール』を誘導施設に設定します。

⚫ その他の施設は誘導施設に設定しませんが、都市づくりのマスタープランに基づく施策等によって機能の維持・充実を図っていきます。

市街化調整区域

エリアＡ（広域都市拠点、
にぎわいとみどりの都市拠点）

エリアＣ

エリアＢ
(生活拠点、暮らしのかなめ)

都市機能誘導区域

①広域利用施設
【適地型】

①広域利用施設【拠点型】
②地域の拠点的な施設【拠点型】

②地域の拠点的な施設
【拠点型】

①は目指すまちづくりの観点で求められ
ているが、市場原理では機能不足

誘導施設に設定し戦略的に維持・誘導

生活利便機能（P15階層分け図の②③
に該当する施設）は、市場原理やこれま
での個別事業により充足している状況

そのため誘導施設に設定しない

③日常利用する施設
【分散型】

暮らしのかなめ

居住誘導区域

①広域利用施設
【適地型】
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（８）誘導施設の設定

①誘導施設の設定条件
前頁までの施設分類を踏まえながら、以下の視点で設定することとします。

誘導施設 設定の方向性
※町田市立地適正化計画策定の方向性から

●誘導施設は、各拠
点の将来像・公共交通状況・
既存施設立地・土地利用規制
等の特性に応じて、誘導区域
ごとに階層的に設定します。

●施設ごとの配置の
考え方や利用対象者・頻度・
圏域等の特性を考慮して、拠
点等に集約するのが適切な施
設に絞って設定します。

誘導施設設定の方向性
※町田市立地適正化計画策定の方向性から

第１回特別委員会意見
• 町田市として都市づくりを進めていく

ために、特色あるものかそうではない
か、また誘導に足るものか広く分布し
ていることが望ましいものなのかとい
うように、原点に立ち帰る方が案を膨
らませやすく可能性が広がる。

• 人が住むために必要なコンビニ等は居
住誘導区域、その中の都市機能誘導区
域は、かなり特化した施設が立地すべ
き区域と決めた方が良い。

• あれもこれも拠点に位置付けると締り
のない計画になり、実現性も下がって
しまう。

• 都市計画審議会の中で、日常生活圏域
単位で暮らしを支える場をつくってい
くことに対しての意見は多く、大事な
1つの考え方だと思う。

• 特色ある都市づくりを目指していくの
であれば、拠点の数や誘導する施設の
種類を絞っていくことは妥当だと思う。

• 適正配置型と拠点誘導型で分けて考え
た方が議論しやすい。

• 柔軟にものを動かしたり、発想を変え
たりすることができるのであれば、拠
点への誘導の必要性を悩んでいるもの
をどちらでも良いゾーンとしても良い
のではないか。

誘導施設の設定条件

目指す
まちづく
りの観点
から

現況
配置の
観点
から

設定
条件

《 都市機能の配置 概念図 》



誘導施設の設定条件
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（８）誘導施設の設定

①誘導施設の設定条件
前頁までの施設分類を踏まえながら、以下の視点で設定することとします。

誘導施設 設定の方向性
※町田市立地適正化計画策定の方向性から

●誘導施設は、各拠
点の将来像・公共交通状況・
既存施設立地・土地利用規制
等の特性に応じて、誘導区域
ごとに階層的に設定します。

●施設ごとの配置の
考え方や利用対象者・頻度・
圏域等の特性を考慮して、拠
点等に集約するのが適切な施
設に絞って設定します。

誘導施設設定の方向性
※町田市立地適正化計画策定の方向性から

広域利用施設【拠点型】

• 市全域及び市外を含めた広域が利用圏
域で、中枢的な行政機能を有する施設
や市街地に人を集める民間施設

• 概ね広域都市拠点、にぎわいとみどり
の都市拠点単位で配置される施設

該当施設 ※P15参照
●大規模商業施設（10,000㎡超）

●映画館

●音楽・演劇ホール

配置箇所 ※P15参照
●広域都市拠点

●にぎわいとみどりの都市拠点

広域利用施設【適地型】

• 市全域及び市外を含めた広域が利
用圏域で、中枢的な行政機能を有
する施設や市街地に人を集める民
間施設

• 大規模敷地の必要性や歴史的背景
などを考慮して適地に配置

該当施設 ※P15参照
●病院

●大学・各種学校

●美術館、博物館 など

配置箇所 ※P15参照
●各施設の適地

階層②

地域の拠点的な施設【拠点型】

• 地域が利用圏域で、地域の拠点的な
箇所に公平なサービス提供等の観点
から配置される行政施設やにぎわい
等を誘導する民間施設

• 概ね地域協議会区程度の単位で配置

該当施設 ※P15参照
●市役所、市民センター、連絡所

●図書館 など

配置箇所 ※P15参照
●各地域の拠点

階層③

日常利用する施設【分散型】

• 周辺住民の日常生活を支える
医療・福祉・商業等、高頻度
で利用する施設

• 概ね小中学校区程度の単位で
均等配置

該当施設 ※P15参照
●診療所

●保育園、幼稚園、認定こども園

●スーパーマーケット など

配置箇所 ※P15参照
●市全域

施設の階層分け、設定候補の絞り込み

誘導施設の設定候補施設

誘導施設

• 現状の分散型の配置が望まし
く、集約が適さない

• 利便性が概ね確保されており、
市場原理による立地が適して
いる

• 施設の特性上、
拠点への集約が
適さない

• ほとんどが公共施設であり、
現状機能を維持することで
利便性の確保が可能
（誘導の必要性が低い）

誘導施設に設定しない（都市づくりのマスタープランに基づく施策等によって機能の維持・充実）

【凡例】○：積極的に機能誘導を図る施設 ○：維持または誘導が図られることを許容する施設

誘導
施設

町田駅
南町田グラン
ベリーパーク駅

鶴川駅 多摩境駅 忠生

大規模商業施設
（10,000㎡超）

○ ○ ○ ○

映画館 ○ ○ ○ ○

音楽・演劇ホール ○ ○ 〇 ○

多摩都市モノレール町田
方面延伸が具体化された
段階で誘導施設に設定

《 誘導施設の設定フロー 》

階層①

第１回特別委員会意見
• 適正配置型と拠点誘導型で

分けて考えた方が議論しや
すい。

• 市民目線で考えると“公共
関与”という意味が分かり
にくい。
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（３）他都市の設定事例（１）国が示す望ましい都市機能誘導区域像 ～都市計画運用指針から～

（２）町田市が目指す方向性 ～町田市立地適正化計画 策定の方向性から～

都市機能誘導区域は、都市計画運用指針で「一定程度の都市機能が充実している範囲で、かつ、

徒歩や自転車等によりそれらの間が容易に移動できる範囲」に設定する考え方が示されています。

【基本的な考え方】

〇一定のエリアと誘導施設機能、当該エリア内において講じられる支援措置を事前明示するこ

とにより、具体的な場所は問わずに、生活サービス施設の誘導を図るもの

〇原則として、都市機能誘導区域は、居住誘導区域内において設定されるもの

〇医療・商業・福祉等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に誘導し集約することにより、

これらの各種サービスの効率的な提供が図られるよう定めるべきもの

【設定することが考えられる区域】

〇都市全体を見渡し、鉄道駅に近い業務、商業などが集積する地域等、都市機能が一定程度充

実している区域

〇周辺からの公共交通によるアクセスの利便性が高い区域等、都市の拠点となるべき区域

【区域の規模】

〇一定程度の都市機能が充実している範囲で、かつ、徒歩や自転車等によりそれらの間が容易

に移動できる範囲

【基本的な考え方】

○都市づくりのマスタープランで設計図として示す「将来のまちの“もよう”と“つくり”」と

連動した階層性のある設定とします。

○拠点の特性に応じた都市機能誘導の方針（区域・施設）を示すことで、戦略的に拠点形成を推

進していきます。

【設定することが考えられる区域】

○都市機能誘導区域は、「まちの“つくり”」の広域都市拠点・にぎわいとみどりの都市拠点・

生活拠点を対象に、各拠点の特性に応じて階層的に設定します。

○また、「まちの“もよう”」の暮らしのかなめのうち、生活拠点と同水準の機能を有する箇所

や、地域バランスの観点で補完的役割を担う箇所等についても、日々の暮らしを支える場として

区域設定を検討します。

○各誘導区域の範囲は、徒歩やスモールモビリティ等で回遊可能な規模を基本としつつ、現在の

都市計画や各施設の集積状況及び、今後のまちづくり計画の区域を考慮して設定します。

【設定の留意点】

○具体的な誘導区域・誘導施設は、都市機能・公共交通・都市基盤整備の現況及び将来見通し、

土地利用規制の状況、市民の意向や移動実態等を分析した上で設定します。

○また、技術革新や社会課題への対応などにより生じる、将来的な人々の行動様式の変化（買い

物や医療サービスのオンライン化など）を捉えた上で設定します。

【八王子市】

地域特性に応じた拠点形成を図るため、「交通結節点型」と「一般型」の２つを独自に都

市機能誘導区域として設定。

【松戸市】

「民間投資の誘発や国の支援制度の効果的な活用による、駅周辺等の拠点性強化」、「広

域性・集客性の高い施設の立地誘導や公共施設の更新による都市の魅力向上」等を推進すべ

く、以下の３つの拠点で都市機能誘導区域を設定。

【柏市】

上位計画や高齢化が進展する将来を見据えた新たな拠点の位置付けを基に４つの拠点を都

市機能誘導施設として設定。

【藤沢市】

市域各所からの公共交通アクセス性に優れ、市民に、行政機能、総合病院、相当程度の商

業集積などの都市機能を提供する区域である「都市拠点」と、地域の中心として、地域住民

に、行政支所機能、福祉機能、コミュニティ機能など、主として日常的な生活サービス機能

を提供する区域である「地区拠点」を都市機能誘導施設として設定。

【川越市】

将来都市構造及び都市計画マスタープランでの位置付け等も踏まえ、将来にわたり、都市

機能の集積を図るべき地域を「都市機能施設の維持・誘導を図る拠点」として都市機能誘導

区域に設定。

大型商業・業務機能や行政機能等、多くの市民等が利用する
広域性・集客性の高い施設の立地が望まれる拠点

日常生活に必要な身近な生活サービ
ス施設の立地が望まれる拠点

広域交流拠点 交流拠点 生活拠点

中心拠点

地域拠点

生活拠点

鉄道駅 鉄道駅以外

交通結節型 一般形

第5次総合計画 高齢者いきいき
プラン２１都市計画マスタープラン

都市拠点
ふれあい交流拠点

地域拠点
生活拠点 中圏域（日常生活圏）

都市拠点 ふれあい交流拠点 生活拠点 暮らしの小拠点



⚫ 条件１・２に該当する箇所を候補としながら、地形地物・実際の各施設の立地、まちづくり計画の

区域等の各地区状況も考慮し、総合的に判断して区域の境界を設定します。

⚫ 沿道のみ商業地域・近隣商業地域が指定されている箇所（背後地が住居系等の用途地域の箇所）は、

誘導施設が立地できない敷地条件となるため、除外していきます。
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（４）都市機能誘導区域の設定

①都市機能誘導区域の設定条件
都市機能誘導区域の範囲は、以下の方向性で設定していくことを想定します。

⚫ 拠点中心から回遊する範囲を区域の基本的な範囲とします。

誘導区域の設定条件

●各誘導区域の範囲は、
徒歩やスモールモビリティ等で回
遊可能な規模を基本としつつ、

現在の都市計画や各施設の集積状
況及び、今後のまちづくり計画の
区域を考慮して設定します。

区域設定 想定する拠点特性

広域都市拠点 半径 ８００ｍ 以内

（一般的な駅を中心とした

歩ける範囲）

市外からの来訪者も含む多様な属性の

人が、徒歩等の移動で、広範囲に分布

する都市機能を利用する特性と想定にぎわいとみど

りの都市拠点

⚫ 現在の用途地域のうち、誘導施設（映画館、音楽・演劇ホール）の立地が適した類型に誘導区域を

設定していきます。

商業地域、近隣商業地域

条件１

条件２

都市機能誘導区域

都市機能誘導区域設定の方向性
※町田市立地適正化計画
策定の方向性から

誘導施設の設定箇所

（都市拠点：町田駅、南町田グランベリーパーク駅、鶴川駅、多摩境駅）が対象

条件３

第１回特別委員会意見
• 誘導したい施設を絞っていくのであれ

ば、区域の設定箇所が少なくても良い
• 交通結節点機能を根拠に絞り込んでい

くことは筋が通っている。
• 国からつくってはいけないという指導

が来ているかもしれないが、区域を何
層かのレイヤーに分けた計画もある。
設定箇所を絞ることになった時に、現
状の生活を維持していきたいという
メッセージを込めるフォロー策として
このような考え方も1つある。
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② 都市機能誘導区域（案）

■都市機能誘導区域設定条件の該当箇所

Ｐ２０の都市機能誘導区域設定条件の該当箇所は、町田駅周辺の商業用地及び各種都市機能を概ね包含しています。運行本数の多いバス路線沿いは、設定条件の非該当箇所であっても都市機能の立地が見られ、連
続性のある市街地になっています。

■都市機能誘導区域（案）

上記の状況を踏まえ、区域設定条件該当箇所を誘導区域に包含させることを基本としながら、近傍の用途地域界・道路を境界とする以下の箇所を、町田駅の都市機能誘導区域として設定します。

広域都市拠点：町田駅



にぎわいとみどりの都市拠点：南町田グランベリーパーク駅
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② 都市機能誘導区域（案）

■都市機能誘導区域設定条件の該当箇所

Ｐ２０の都市機能誘導区域設定条件該当箇所は、南町田グランベリーパーク駅南側直近の各種都市機能集積箇所を包含していますが、非該当箇所になっている駅北側などの住宅用地が多い箇所（第二種中高層住居
専用地域の指定箇所）・住商工が混在する箇所（準工業地域の指定箇所）にも都市機能が多く立地しています。

■都市機能誘導区域（案）

上記の状況を踏まえ、区域設定条件該当箇所を誘導区域に包含させることを基本としながら、近傍の用途地域界を境界とする以下の箇所を、南町田グランベリーパーク駅の都市機能誘導区域として設定します。



にぎわいとみどりの都市拠点：鶴川駅
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② 都市機能誘導区域（案）

■都市機能誘導区域設定条件の該当箇所

Ｐ２０の都市機能誘導区域設定条件該当箇所は、鶴川駅周辺の商業用地及び各種都市機能を概ね包含しています。都市機能は駅の半径500ｍ圏内の集積性が高く、それよりも遠い箇所（鶴川街道沿いの準住居地域指
定箇所）への立地は少ない状況です。

■都市機能誘導区域（案）

上記の状況を踏まえ、区域設定条件該当箇所を誘導区域に包含させることを基本としながら、近傍の道路を境界とする以下の箇所を、鶴川駅の都市機能誘導区域として設定します。



にぎわいとみどりの都市拠点：多摩境駅

２．都市機能誘導区域 23

② 都市機能誘導区域（案）

■都市機能誘導区域設定条件の該当箇所

他の拠点に比べて都市機能の集積性が低いものの、Ｐ２０の都市機能誘導区域設定条件該当箇所は、多摩境駅周辺の商業用地及び各種都市機能を概ね包含しています。町田街道沿いは、設定条件の非該当箇所であ
っても都市機能の立地が見られ、連続性のある市街地になっています。

■都市機能誘導区域（案）

上記の状況を踏まえ、区域設定条件該当箇所を誘導区域に包含させることを基本としながら、近傍の用途地域界・道路を境界とする以下の箇所を、多摩境駅の都市機能誘導区域として設定します。
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